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急性硬膜下血腫術後約感時間で急性脳腫脹を望 し,棉

査の結果 Vasoparalysisをこよると考えられる且症例を

経験したので報告する.症例は3才女児で,平成元年 2

月16Em3:00頃約 1m の高さより床に落下,受傷時意
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B15い 人十硬膜 Silast.icsheet t Lyodur～.1い

臨床的℡組織学的研究

-特に硬膜下血腫発生のメカニズムをこ関

す る検討---

真鍋
蛙名

甘本

宏 欄 凍 直也 を患遺 品 学う国産

読- 宅冠
立弘前
神経外欝院∋

Silこ1SliLISheptを代鞘硬膜十二仁こ使円した例に術後 し

333

はしは右脚莫卜血腫し･Fl合併を経験一卜;:-.今回｢【sil心li(､shLY?I

(ss)健周後の硬膜下血腰骨餅につ凱 臨床的テ動物組

織学的にIt二卜乾燥硬膜 日,TOdurL,l仁丹ヒ峠検討しIifI_.臨

珠的検討1現在丁巨とSS.い･,odurこ1て叫硬膜杵鍋に例言
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